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A belt-shaped macrocyclic pentamer, metallonanobelt, was selectively formed by the 

complexation of a rigid bent ligand having a quinoxaline scaffold with Pd2+ in the presence of 

a pillar[6]arene derivative as a template. The metallonanobelt was isolated by removal of the 

template. We also investigated the complexation of the quinoxaline moieties in the 

metallonanobelt with metal ions such as Ag+ and Cu+.  
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これまでに我々は、アセトニトリル中においてピラー[6]アレーン誘導体 P6 をテン

プレートとして用い、屈曲型配位子 2,3,6,7-テトラアミノトリプチセンと Pd2+を錯形

成させると、ベルト状構造をもつ環状 5量体（メタロナノベルト）が選択的に生成す

ることを見出している。さらにこの 5 量体構造はテンプレートを取り除いても保たれ

ることを明らかにしている。 

本研究では、メタロナノベルトの空孔方向への集積化を目指し、新たな配位部位と

してキノキサリン骨格を導入した新規な屈曲型配位子 L1, L2, L3をデザイン・合成し

た。P6 存在下、L1を Pd2+と錯形成させたところ、L1が P6 内に包接されてしまい、

メタロナノベルトは生成しなかった。一方、アルキル鎖を導入した L2および L3を用

いて同条件で錯形成を行うと、五核メタロナノベルトが選択的に生成した。すなわち、

メタロナノベルト骨格に新たな配位部位を導入することができた。続いて、テンプレ

ートを除くことでメタロナノベルトを単離した。このメタロナノベルトのキノキサリ

ン部位で Ag+, Cu+などの各種金属イオンと錯形成させて連結を試みたので、その結果

についても併せて報告する。 

 

Figure 1. Synthesis of a belt-shaped macrocyclic pentamer, metallonanobelt, by using a rigid bent ligand 

having a quinoxaline scaffold. 
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